
■大きな家は小さなまち■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 250 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：お誘い 2 件 

 

Ａ．2/21 中島工務店 新木場ショールーム見学 

 

笑恵館を建てるなら、最低 300 年は持たせなきゃ！ 

ということで、東濃ヒノキの本場・加子母村でむらづくりに取り組む中島工務店を訪問し、 

新・笑恵館の木造躯体について、相談しようと思います。 

下記の日時で訪問しますので、同行希望の方、ご連絡ください。 

 

日時：2 月 21 日(金) 18 時（新木場駅集合） 

場所：TOKYO STYLE（中島工務店東京ショールーム） 

東京都江東区新木場 1-6-25 TEL 03-3522-0333 

https://www.tokyostyle-kinoie.com/ 

 

Ｂ．2/23 名栗の森オーナーシップクラブ 2 月例会 森で焚火 

 

２月の例会は「森で焚火」をやってみたいと思います。 

事務局の思い付きレベルですので、皆さんからのご意見、ご提案をお待ちしています。 

 

■２月例会 

日時：2/23(日) 10:00～14:00 

会場：保全山荘・名栗の森 

費用：会員及び同伴者は無料、一般 2,500 円 



･･････････ 

内容：参加者が確定したら、再調整します 

10:00 保全山荘に集合、意見交換の後、相乗りして森へ 

11:30 辻村神社参拝の後、白谷沢へ  

12:00 焚火を囲んで、コーヒー＋ランチ 

14:00 辻村山荘に戻り、後片付け・解散 

・・・・ 

装備：軽作業できる服装＋お弁当 

その他、事前の計画や依頼事項など、情報交換は掲示板 https://www.facebook.com/groups/naguriforest/ 

の方に気軽にコメントしてください。 

詳細は後日参加者にご連絡します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：大きな家は小さなまち 

 

僕が活動拠点としている笑恵館は、昭和の時代に建てられた木造住宅とアパートだ。 

現在敷地面積は 120 坪だが、元は 200 坪の土地を借り、その上に家を建てて暮らしていた。 

ある時、底地権者（地主）から買い取りを求められ、200 坪分の借地権と 120 坪分の底地権を交換したとい 

昔は、個人が土地を買うのは稀なことで、土地を借りてその上に家を建てるという借地方式が普通だった。 

土地の所有権は底地権と地上権に分けられて、借地人は底地権者に地代を支払った。 

やがて、日本経済が活発化し、住宅ローンなどが創設され、土地売買が頻繁に行われるようになった。 

だから、土地を売却して利益を得るために、地主が借地人を追い出すか、笑恵館のように買取を求めるようにな

ったという。 

・ 

いきなりこんな話をして、何が言いたいのかというと、そもそも住宅の広さは 200 坪くらいが普通だったという

ことだ。 

だが、そんな大きな土地を持てたのは、土地を「買った」のでなく「借りた」から。 

その後、土地売買は盛んになったが、それは誰もが金持ちになったからでなく、生命保険を担保にしてお金を借

りる「住宅ローン」ができたから。 

したがって、土地建物の販売は細切れに小さくするほど利益が出る。 

日本の建売住宅が、外国人から「小さな芸術」と揶揄されるのはそのためだし、今や埋め立て地や劣悪立地に建

てられる超高層マンションがデベロッパーの経営を支えている。 

・ 

こうした住宅の細切れ化を促進したのは、人々が小さな家を求めたからでなく、そこで暮らす家族が細切れにな

ったからだ。 

経済の発展はあらゆるサービスの経済化を推し進め、「お金があれば何でもできる」社会を実現した。 

地域社会や家族というコミュニティの一員にならなくても、お金さえあれば生きていけるということは、個人の

自由を束縛する社会や家族のしがらみからの解放を意味している。 

金持ちになることで幸せになれる…と、誰もが考えるようになった。。 

また、かつての大きな家にあった様々な機能が、住宅の細分化によって奪われたが、それを補う様々な施設がで

きて高度な専門サービスを提供するようになった。 

結婚式も葬式も、かつては自宅でやっていたのに、今では豪華な式場が夢のようなセレモニーを演出してくれる。 



自宅に必要なのは、プライバシーと静けさだけとなった。 

・ 

確かに経済が発展し、誰もが収入を増やしている間は良かった。 

だが世界一豊かな国になった途端、バブル経済は崩壊し、かつての成長が止まってから 30 年が経とうとしてい

る。 

お金の価値が下がらないデフレ状態が続くのは、いくらお金を印刷しても貯め込んで使わないからだ。 

人々はお金を持ったまま年老いて、貧しくなった若者たちは出産育児どころか結婚さえも諦めて、家族の細分化

はさらに進む。 

我が国の人口増加はとっくの前に終わっているのに、住宅供給が続いているのは、家族の細分化が止まらないた

めだ。 

かつて貧しい後進国を相手に輸出大国として豊かになった日本は、いまでは貧しい若者を豊かな高齢者がこき使

う格差社会になってしまった。 

だから僕は気が付いた。 

結局のところ、金持ちとはみんなで一緒になるのではなく、大勢の貧乏人に支えて生きていく人のこと。 

・ 

だが僕は、笑恵館を運営してきた 6 年間で大きな家の価値を再発見した。 

借地の時代、まかない付きの下宿屋だったころは住人たちと共同生活だったが、アパートになってからの住人と

は挨拶を交わす程度だったという。 

ところが笑恵館になってからは、会員=家族になることがアパート入居の条件なので、月に一度の食事会はまる

で大家族の食卓だ。 

さらにこのアパートから、これまで二組の夫婦が生まれ、二人の赤ちゃんが誕生した。 

この子たちが家族会員、特に高齢者たちにとって孫同然の存在になったのは言うまでもない。 

月に一度の入居者食事会には、老若男女十数名が集まる大家族が実現しており、その周りには親戚のようなヘビ

ーユーザーがいて、さらには 600 人を超える会員が身内として存在する。 

こんな大家族が暮らすには、大きな家が欠かせない。 

・ 

というわけで、笑恵館の建て替えは、「共同住宅」でなく一軒の「大きな家」を目指している。 

居住スペースの分譲という形式をとるけれど、実際は大きな家を共有する家族として、出資を募ることになるだ

ろう。 

小さな家で楽しく暮らせるのは人生の一時期に過ぎないが、様々な世代が暮らせる大きな家ならば、自分の暮ら

しやすい部屋に移ればいい。 

小さな家にはあまり使わない無駄な部屋は作れないが、大きな家で交代に使えば無駄にならない。 

そして何より小さな家では大きな部屋は作れないが、大きな家で大きな部屋を作れば劇場や運動場など自由に使

える。 

かつて結婚式や葬式を自宅で出来たのは、こうした大広間や庭があったから。 

つまり、「大きな家」は「小さなまち」だと僕は思う。 

僕たちが目指すのは、プライバシーや静けさを守るだけの「小さな家」でなく、がんばればなんでもそろう「小

さなまち」に暮らすことだ。 

 

http://nanoni.co.jp/20200215/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 

3. 今後の予定 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）02/17 〇作業日 10-13 時 面談可（青葉台） 

（火）02/18 〇作業日 13-21 時 面談可（青葉台） 

 10-12 時 ★いづみプロジェクト（横浜） 

（水）02/19 〇作業日 11-21 時 面談可（青葉台） 

（木）02/20 〇作業日 13-19 時 面談可（笑恵館） 

10-12 時 △一宮庵 MTG 

12-18 時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

18-20 時 ★持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）02/21 〇作業日 10-15 時 面談可（青葉台） 

 13-15 時 △HFA 定例 MTG（渋谷） 

 18-20 時 ●中島工務店ショールーム（新木場） 

（土）02/22 〇作業日 09-17 時 面談可（笑恵館） 

10-12 時 ★地主の学校_4・まつむら塾（笑恵館） 

（日）02/23 ◎休業日 09-17 時 面談歓迎（青葉台） 

 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ２月例会（飯能） 

 

■その後の予定 

02/24 13-15 時 ★ひとさし指のノクターン（新宿） 

02/25 10-12 時 ★いづみプロジェクト（横浜） 

02/27 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

02/29 10-12 時 ★地主の学校_5・まつむら塾（笑恵館） 

03/07 10-17 時 ★地主の学校_6・まつむら塾（笑恵館） 

03/12 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

03/12 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/13 19-21 時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

03/14 10-17 時 ★地主の学校_7・まつむら塾（笑恵館） 

03/15 14-18 時 ★チャレンジアシストプログラム 合同報告会（新木場） 

03/17-18 ★地主の学校＠御宿（御宿） 

03/19 10-20 時 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

02/21 10-13 時 ★地主の学校_8・まつむら塾（笑恵館） 

03/22 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ２月例会（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 



http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


